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2022 全国ユース選抜マウンテンバイク大会

大会報告書

全国ユース選抜マウンテンバイク大会実行委員会

　（白馬村、白馬村教育委員会、公益財団法人日本自転車競技連盟、白馬さのさか観光協会、一般社団法人ＭＴＢリーグ）

　競輪の補助事業
この大会は、競輪の補助を受けて実施いたしました。

https://jka-cycle.jp



大会概要

大会要項抜粋

１：主催

全国ユース選抜マウンテンバイク大会実行委員会

　（白馬村、白馬村教育委員会、公益財団法人日本自転車競技連盟、白馬さのさか観光協会、一般社団法人ＭＴＢリーグ）

２：後援

長野県、公益財団法人日本オリンピック委員会、公益財団法人ＪＫＡ、白馬村観光局

３：協力

長野県自転車競技連盟、白馬スキークラブ、株式会社大塚製薬工場

４：協賛

全農長野　　シマノ　　オージーケーカブト　　チャンピオンシステム・ジャパン　　AEON BIKE　

井上ゴム工業　　Ｐｈｉｔｅｎ　　スペシャライズドジャパン　　ジャイアント　　フルマークス　　

ＳＰＩＣＹ　ＢＩＫＥ　ＳＨＯＰ　　ＣＬＡＭＰ　　白馬東急ホテル　　オーブス　八方尾根開発　　

アウトドアスポーツ 846 　　TOPEAK 　　TIOGA 　　FINISH  LINE 　トレック・ジャパン　　

キャノンデール・ジャパン　　　Taokas Japan 　　SR SUNTOUR 　ミヤタサイクル

ザ・ビック白馬店　　　ハピアＡ・コープ白馬店　　（予定含む）

５：期日

2022 年 8 月 13 日(土)～2021 年 8 月 14 日(日)

６：会場

白馬クロスカントリー競技場　スノーハープ

長野県北安曇郡白馬村大字神城 3003　　TEL:0261-75-3934　FAX:0261-75-3663（管理棟）

７：実施種目

マウンテンバイク／クロスカントリー・オリンピック

９：競技規則

　2022 年版(公財)日本自転車競技連盟競技規則、UCI 競技規則、および大会特別規則による



大会報告

概要

未就学児、小学各学年（男女別）、ユース（アンダー１５、アンダー１８男女別）においてマウンテンバイクのオリン

ピック種目でもあるクロスカントリー競技を 2022 年 8 月 13-14 日に長野県白馬村 白馬クロスカントリー競技

場 スノーハープで実施し、各種目優勝者にはチャンピオンジャージを授与した。

特別講習会では保護者向け講習として夏季のスポーツ活動の注意点などを行い、多くの保護者が参加した。

コースオープン（トレーニング）では小学生対象のレッスンを実施し、多くの小学生参加者が受講した

・2019 年から 3 年ぶりに開催が実現した今大会は、同カテゴリーで比較すると 233 名から 293 名へと

大きく参加者数を伸ばした。

・会場には選手及び選手関係者のみの入場管理を実施し感染症蔓延防止策を行った。

・年齢クラスによりコースの難易度、コース長、周回数を設定し、さらに技術要素が強く求められる

「テクニカルセクション」を設置することで例年以上に各クラスで素晴らしい熱戦が行われた。

大会側の取り組み

大会の目的にはいくつかの側面があり、一つめはマウンテンバイクでの子どもたちの日本一は誰かというものへ

の挑戦。二つめには、マウンテンバイクを通じたチーム、保護者、関係者等との人と人との繋がりや交流。三つ

めまた自然相手とされるマウンテンバイクを通じた環境に関して興味を持ち、意識してもらうこと。四つめは、保

護者の皆様に向けた講習会を同時開催して、子どもたちのスポーツ環境づくりの一助となること。そして、開催

地域においてはグリーンシーズン活性化の一助となるアクティビティのひとつとしてのマウンテンバイクの活用が

あげられます。

今回は、関係各位のご支援、ご協力により、それらの目的に関して一定の成果がでたものと考えられます。

改めまして、大会関係各位に感謝申し上げあげます。



本大会においては『若い選手にはフィジカルより先に、テクニック』という観点の下、スーパーバイザーとして

JCFナショナルコーチである小笠原氏へコース監修を依頼、初日の土曜日にはテクニカルセクションポイント

レッスンを開催した他、家族参加型としてダディ＆マムレースの開催、指導者＆保護者向けには株式会社大塚

製薬工場様の協力を得て『熱中症とパフォーマンスの関係性』についてご講義いただき、学びの場も設けました。

日曜日の最初のレースはユース（17歳以下）男女。男子優勝者の島崎亮我は 8 月末フランスで開催された世

界選手権大会にも日本代表で派遣された選手で全体のレベルも高いものになりました。

ユースクラス終了後は小学生の高学年から順に低学年へと学年別のレースが行なわれ、各クラスで熱戦が見ら

れました。表彰式では丸山白馬村長がプレゼンターを務め、選手の健闘をたたえました。

参加者

前回大会 2019 年 233 名から 293 名と参加者が約 126％増加し、若年層のマウンテンバイクへの取り組みが

増えてると考えられます。



主な競技結果

８月１４日（日） クロスカントリ・オリンピック競技 男子ユース U18　(2.65Km x ３ Laps)

　１　島崎 亮我　 東京都　 日本大学第二高等学校　26:58.16

　２　成田 光志　 福島県　 Dream Seeker jr. Racing Team / 須賀川市立第一中学校　27:19.08

　３　松井　颯良　 大阪府 　 Sonic-Racing　28:01.22

女子ユース U18　(2.65Km x ３ Laps)

　１　日吉 愛華　 愛知県　 岐阜第一高等学校　32:03.39

　２　北津留千羽 福岡県　 Q-MX　32:38.35

　３　原 つばさ　 長野県　 白馬マウンテンバイククラブ　38:57.26

男子ユース U15　(2.65Km x ２ Laps)

　１　工藤 遙真　 北海道　 TEAM BG8　 17:25.56

　２　松山 海司　 兵庫県 　 Sonic-Racing　 17:59.72

　３　佐竹 清亮　 千葉県 　 アラスカワークス　18:30.60

女子ユース U15　(2.65Km x ２ Laps)

　１　日吉 彩華　 愛知県 豊明市立栄中学校　20:33.16

　２　有松 鈴々菜　 福岡県 Q-MAX 北九州市立洞北中学校　20:54.92

　3　綱嶋 凛々音 長野県 Team GRM 22:46.27

男子小学 6 年生　(2.10Km x ３ Laps)

　１　伊藤 隆聖　 京都府　 京都市立光徳小学校　20:29.43

　２　郷津 輝　 東京都　 Dream Seeker jr.Racing Team　 20:51.26

　３　南 翔大　 石川県　 TCKR　 22:40.99

女子小学 6 年生　(2.10Km x ３ Laps)

　１　神武 奏帆　 埼玉県　 TEAM輪工房　25:50.69

　２　原 みらい　 長野県　 白馬マウンテンバイククラブ　27:10.69

　３　堀 翠月　 長野県　 白馬マウンテンバイククラブ　28:14.66



男子小学５年生　(2.10Km x ３ Laps)

　１　飯島 大也　 福島県　 泉崎村立泉崎第二小学校　23:09.10

　２　田畑 遥都　 静岡県　 磐田市立富士見小学校　23:39.12

　３　吉川 世名　 埼玉県　 イオンバイク Jr.レーシング　23:43.43

女子小学５年生　(2.10Km x ３ Laps)

　１　齋藤 結陽　 京都府　 京都市立池田東小学校　26:40.52

　２　山本 歩月　 静岡県　 西伊豆町立田子小学校/チーム埼玉県人　26:55.26

　３　綱嶋 勇音　 長野県　 ボンシャンス　30:25.25

男子小学４年生(2.10Km x ２ aps) 

　１　渡邊 善大　 長野県　 白馬マウンテンバイククラブ　16:20.37

　２　奥谷 将全　 大阪府　 team axis　 17:00.18

　３　伊藤 輝聖　 京都府　 京都市立光徳小学校　17:02.59

女子小学４年生(2.10Km x 2Laps)

　１　奧山 真彩 神奈川県 横浜本牧レーシング 18:26.74

　２　平川 凜 長野県 白馬マウンテンバイククラブ 19:17.15

　３　深澤 にこ 北海道 TEAM BG8 20:50.72

男子小学３年生(1.8Km x ２ Laps)

　１　大石 理人　 滋賀県　　　　　　　　15:29.77

　２　藤本 蒼平　 兵庫県　　　　　　　　16:35.92

　３　山瀬 将矢　 北海道　 TEAM BG8　 16:58.18

女子小学３年生(1.8Km x ２ Laps)

　１　飯島 花怜　 福島県　 泉崎村立泉崎第二小学校　15:39.09

　２　今泉 日葵　 佐賀県　 bike is life　 18:54.25　

　３　進藤 結　 福島県　 Team OTC/松長小学校　18:54.84



男子小学２年生(1.8Km x ２ Laps)

　１　平川 怜　 長野県　 白馬マウンテンバイククラブ　16:49.91

　２　宮崎 暖大　 東京都　 イオンバイク Jr.レーシング/ナカザワジム　16:55.65

　３　伊藤 夏偉　 愛知県　 THRAPPY　 18:19.06

女子小学２年生(1.8Km x ２ Laps)

　１　佐野 真麻　 愛知県　 ZERO BIKE FACTORY　 17:02.17

　２　中川 朋珈　 京都府　 Limited Team 846　 18:10.23

　３　岸端 優來　 愛知県　 愛知県知立市立来迎寺小学校　20:50.81

男子小学１年生(1.8Km x １ Lap)

　１　大野 嶺　 奈良県　 Limited Team 846　 08:25.40

　２　中村 光希　 東京都　 Bicycle Academy　 08:55.01

　3　横田 和晴　 茨城県　 イオンバイクジュニアアカデミー　09:18.03

女子小学１年生(1.8Km x 1Lap）　

　１　杉本 佳那恵 千葉県 　 イオンバイク jr.アカデミー　11:19.50

　２　田中 花穂　 神奈川県　 横浜本牧レーシング　11:32.65

　３　星野 紗里　 長野県　 白馬MTB クラブ 白馬北小学校　11:44.52

男子キッズ A(0.5Km　ｘ２ Laps)

　１　石井 寿弥　 岡山県　　　　　　 02:45.52

　２　岩田 一稀　 愛知県　 イツキング　03:09.98

　３　石田 隼斗　 愛知県　 TCKR　 03:10.79

女子キッズ A(0.5Km　ｘ２ Laps)

　１　稲葉 桃子　 静岡県　 伊豆CSC　 03:13.96

　２　江越 稀子　 神奈川県　 Team VAPOR 聖星保育園　03:15.25

　３　小島 真音　 京都府　　　　　　　03:21.20



男女キッズ B(0.42Km　ｘ１ Lap)

　１　古市 真都　 長野県　 01:38.73

　２　八坂 愛菜　 愛知県　 01:40.16

　３　古市 聖都　 長野県　 01:43.13  

８月１３日（土） クロスカントリ・オリンピック競技

ダディ

　１　岩田　祐樹　 愛知県　 36隊　29:57.38

　２　園部　来夢　 東京都　 ナカザワジム　30:46.37

　３　田畑　則仁　静岡県　 TCKR　31:57.56

マム

　１　北津留千尋 福岡県　 Q-MAX　22:34.66

　２　長島　知子　 千葉県　　　　　　　　 24:36.78

　３　江越　未稀　 神奈川県　 Team VAPOR 28:21.34

＊各カテゴリー別の全成績については別途リザルトブック参照

安全対策（スポーツ側面）

マウンテンバイクは、その名の通り山道を自転車で走行するスポーツであり、未舗装路であることから不安定な

走行技術も必要な競技です。よって、レースに於いては転倒などの怪我はつきものですが、コースの主要ポイン

トにマーシャルを配備し、レスキューチームが必要に応じ対応、本部には社会法人慈泉会相澤病院協力の下、

医師派遣及びDMAT体制を配備、地元白馬村看護師も配置し対応いたしました。

一方で夏休み時期の開催のため、熱中症への対策も欠かせないことからコース脇の救護エリアには簡易プー

ル、ミストファン、アイスパックなどを設置しました。幸い例年に比べると暑さも和らいだこともあり、数名の熱中症

傾向のかたがおられたに過ぎませんでした。



新型コロナ感染症拡大防止対策について

国では 7 月の末に、5000名以上のイベントに対しての対策について通知をしていましたが、本大会では、それ

に準じて会場入場者の制限（参加者 1名辺り家族を含む関係者４名まで）を行い、会場入場でのゲートを設けて

管理いたしました。

そのほか、適所への消毒液の配置、ホームページ、ＳＮＳ、会場内ではアナウンスと掲示などで感染対策につて

の注意喚起を行いました。大会終了後 1週間の時点で感染者情報はありません。

本大会の沿革と展望

毎年、夏に白馬村で開催されている本マウンテンバイク大会は、未就学児、小学生から中高生までを対象とした

唯一の全国大会です。

前身大会は 2005 年に、総務省の、全国各地にそれぞれのスポーツのメッカ、拠点を作ることを目的とした「ス

ポーツ拠点づくり推進事業」として白馬村が誘致、その後、2016 年には公益財団法人日本自転車競技連盟（会

長：橋本聖子氏／当時）と公益財団法人日本オリンピック委員会の将来活躍する選手の発掘、育成を図るプロ

グラムである、「ＪＯＣジュニアオリンピックカップ」を冠し、2020 年度からは、公益財団法人ＪＫＡの「自転車競技

の普及促進及び競技力の向上に資する事業」として新たなステップをはかっています。

国際的にもＩＯＣ（国際オリンピック委員会）がユース・オリンピックの開催を始め、若年層の競技の活性化を進め

ていますが、自転車競技としてマウンテンバイク種目もあり、本大会から候補選手の選出が行なわれたりと、こ

の大会の役目はますます重要となってきております。

新型コロナウィルス感染症の影響で 3 年ぶりの開催となった今回、参加者からは、「小中学生の全国大会は

やっぱり白馬でないと！」というお声もいただきましたが、心に残る、毎年の夏の思い出ともなるべく、これからも

多くの協力者と共に、よりよい大会の開催を目指しています。2023 年の大会も夏を予定しています。

改めまして、大会関係各位に感謝を申し上げ、引き続きご支援、ご協力が賜われましたら幸いです。



＊スポーツ拠点づくり推進事業

2004 年に小泉元総理の指示を受け、「小・中・高校生対象の全国大会は全国各地で開催されているが、持ち回

りの大会も多いことから、全国各地に青少年があこがれ、目標とする「スポーツ毎の拠点」を形成し、スポーツの

振興と地域の再生を図るもの」を文部科学省・総務省が共同で実施することになったもの。

＊自転車競技の普及促進及び競技力の向上に資する事業

公益財団法人ＪＫＡの補助事業で、2020 年より、主催の実行委員会の団体である一般社団法人ＭＴＢリーグが

申請を行っています。（2020 年、2021 年は新型コロナ感染症関係で大会は中止）

応援コメント協力

山本幸平　氏　（2020 東京オリンピック日本代表）

今井美穂　氏　（2020 東京オリンピック日本代表）

資料／関連リンク

大会サイト／一般社団法人ＭＴＢリーグ https://mtb-l.jp/jocjunior/

公益財団法人日本自転車競技連盟 https://jcf.or.jp/

白馬村 https://www.vill.hakuba.lg.jp/index.html

公益財団法人ＪＫＡ https://www.keirin-autorace.or.jp/index.html

別添：

・大会の模様

・リザルトブック

以上


